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なお、本書は東北大学学習・研究倫理教材の Part 2 として、「初年次のレ
ポート作成とその指導を支援する共通教材の開発」ワーキンググループ（略

























































第 1 章 執筆の準備 Preparing for Writing


























































第 1 章 執筆の準備 Preparing for Writing






















例えば、課題が出されてから提出まで 2 ヶ月あるとする。執筆に 1 週間
ほどかかりそうならば、ステージ 2 と 3 を合わせて締め切りまでの 2 週間

































■ステージ 2 : 執筆中


































































・ 因果論 : 物事の原因や結果に関する問い。物事の間にある関係性を調べ、
それが真に因果関係と言えるかを確認・検討することが不可欠となる。 
　　例）なぜ日本では学習支援を行う大学が増えているのか。



















































































第 2 章 文献の収集 Gathering Sources

































と 3 段目）が記載されており、これを請求記号という（図 2-4）。配架場所
に実際に行って、これらを頼りに本棚を探す。
13










第 2 章 文献の収集 Gathering Sources
図 2-4　背ラベル（請求記号）


































































すくなり、効率が上がる。また、Word や Excel といったソフトウェアに入
力しておけば、探すのも転記するのも楽である。
第 2 章 文献の収集 Gathering Sources





















































第 3 章 文章の作成 Planning and Drafting






































































　 新 しい学習観 :「教え手から知識を伝達されなくとも、みずから知


































































 × A とか B なんかの問題があります。→ ○ A や B などの問題がある。
2）　!、? などの記号を使わない。




























































































3 ）著作権保護に反する : 剽窃は、他人の著作権（著作者等の権利）を侵害
する行為でもある。著作権の目的は文化の発展に寄与することであり（著
作権法第 1 条）、剽窃は、社会全体の文化の発展を妨げる。


































































ての認識が低いのである。（江田 2005, pp. 20-35）
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と図を合わせて、図表 1、図表 2 というように示す方法もある。）
■図表に言及する
図表を載せる場合は、本文の中で、その表や図に言及する必要がある。
例 1）表 1 の通り、B では、20 代の割合が最も高くなっている。











例 1）青葉（2016, p. 7）の図を一部修正




列 1 A B C
10 代 23 57 34
20 代 35 61 52
30 代 48 55 58
40 代 37 33 42
50 代 28 21 36
70
60








出典 : 青葉（2016, p. 7）



























第 4 章 文献の引用 Citing and Referencing






































第 5 章 執筆の省察 Reflecting on Your Writing
例）○　大学生に対する学習支援の必要性について　
　　○　大学生に学習支援は必要か
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関する調査(平成 25 年度)より―』17-28. 
日本学生支援機構（2014）『「大学等における学生支援の取組状
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